— At B AT KA

¥ ®

i

N SN N
EEONONS

&
w

Rl

N
A

H
ep}

¥ ®

E &
[\]

el

a®

w

e

g

=B

KEDOAR

AREOBBIEFT HEDASHFFL AT, WEHYHERASEELIT O,
KB, ERICEDDBODIINROMEFERT D, 2 LYEFEETORE

&

ZSEML TWZRWIEEIX, ZORD Thu,
%@E@#é%mﬁA@k_ﬁ DR EFERT D L,
BN TE 8D 2 BRRBLE I MLE DA SFEICRERT D L,
FaTITYE @%ﬁ%xféyko
ARICEFHICERB ThHoT-bOBRE LGS, AL T2H0IF5 &k EIE
=B LT D,
SR B OFEME T ENHEER ICHE L ERIIHESOKRES%. LR
BREDERERODEDET 5,
HEZBOWEZ T 5 b O 65 Ll EOIERE T, IROEMED 2 DL 4
Wi eaEmT 5,
AEZORBIZELLHFGLEEHOD

BOFGHEE STV THELRER LR LI LD

ALOGER - HBE - BHRICGEF 10FE ESELZb 0
AEDOFMESRITHTE LD

2 H1HOARS LT HENEN AARIFF55 (WAL : WALEWIN 72
AARHAEIN P B LOIF57R) 23 hbD e T 5,

3 RGE 1HE 3 5B LU 8 LOfGRA LI1X. AIEOWHILEMIN 52
AEHLEFRB LI T EENED TWiFEE 2 b DO LT 5,
SBUSN NEANZETD) Th, AZOERIZELLFE LD

BT 27 08 CHE R¥EEZAT LI OV T, FHIROBEITH )
DOLTHERBICHE T LN TE D,

LEZBITHESROHERSICTHTE LERZRRD Z LB TE S,

iifi 65 5% LA E T OARSMGREME 8 FLU LD b DA BITHEIE T 52 LA TE
%, WHEEX, BEEFLIINEBEVNHEERICHE L, BESKUIHERS DR
R TCHERNEOM T 525,

& A

HEGEMBT TR TOIESEN OIS TE®RH SN Yk BB EFE OB b

Enb, HEFEHEIIEERESOKRBEGTRAE LD, %E@ﬁ%%%&f%

£ 3 A 31 HBWEDFMN 65 LL FTHDH Z &, FTHF I Y, MEH

\ﬁﬁﬁé\%mﬁé\m@ﬁé\mmﬁé\%%ﬁé%%ﬁﬁéo

“ﬁkr\ﬁ

5 b o

L



2 BB ERITEEF 20 £ LA E 25 X LUF, BEEN 3 A LN ET D,
3 BRI AGERIT T OB Z i<,

H3E o &
F10K HEORBELWMIT L0, FELEI LN TE D,

2 HH, HEXOAGE A THERNZET D,
3 BRI, EERS TG S IR (TR - T, BB BT OXHIE L THIEA

MoRMERT DI LRTE D,

HaAE PES

11 5% PRSI, AR 1 RN T 5,

#12 & FIES ORI, AiFEEOFMESK T O R L YFEE DT
TOHRETET S,

H 13 5% aRIITFIRESZHRIET 5,

HBHE ZASR

F14ASK ARTFEEEOTD, HERSOAREZH CEEEZAERETEI ZLENTE S,

2 ZEROZBRITHEFERNHE LHEFESORKR LG THEEMEAT 5,

3 FHEERICHET 2 FHIHEFESORREHB TLUHHEAEROED DL L ZAILLD,
4 FHEES (R O, I RHoEBEOMTHEFRT &35,

%15 5 FEEERICIE. NEIOS CHFESOAREG UNESEFEI LN TE S,
2 INEERITOWTL, YBERESOEDD & ZAIZL D,

FeE EHEDEM

16 5% ASOBEITHERNFHL, BAMED S bHAGIIEMHESEICLY . HER
WIRET D,

=

THRAM

FTE MO

B 17 & ERLOZ OMAIOREATICEE LB FHIL, BESOBRER T ZhEE
5,

%18 % ZOMAIZHET H5EIIE. BHESORIREZRZITIUIZR D20,

b A
1 AHIANE, —fAEHTEN B ARSI 22 3T O A L0 1195,



	一般社団法人日本卵子学会細則
	第1章　会員
	第1条 会員の入会
	本会の趣旨に賛同する者の入会申請を受付、庶務担当理事が入会審査を行う。
	第2条 会員は、定款に定めるもののほか次の権利を有する。ただし当該年度までの会費を完納していない場合は、この限りでない。
	(1) 本会の主催する学術集会などに研究の成果を発表すること。
	(2) 別に定める投稿規定により、論文その他を会誌に発表すること。
	(3) 学会刊行物等の配布を受けること。
	第3条 日本に留学中に正会員であったものが帰国した場合、希望するものは引き続き正会員とする。
	第４条　名誉会員の候補者は理事が理事長に推薦し理事長は理事会の承認を得た後、社員
	総会の議決を求めるものとする。
	第5条　名誉会員の推薦を受けるものは年齢65歳以上の正会員で、次の条件の2つ以上を
	満たすことを要する。
	1. 本会の発展に著しく寄与したもの
	2. 本会の学術講演会において顕著な業績を発表したもの
	3. 本会の代議員・理事・監事に通算10年以上就任したもの
	4. 本会の学術集会長に就任したもの
	2 第１項の本会とは、社団法人日本卵子学会（名称変更前：哺乳動物卵子学会、日本哺乳動物卵子学会および卵子学会）を含むものとする。
	3 本条第1項第3号および第8条の代議員とは、前項の哺乳動物卵子学会、日本哺乳動物学会および卵子学会が定めていた評議員を含むものとする。
	第6条　本会会員以外（外国人を含む）でも、本会の発展に著しく寄与したもの又は関連
	せる学術分野で顕著な業績を有するものについては、第5条の規定により名誉会
	員に推薦することができる。
	第７条　名誉会員は理事会及び社員総会に出席し意見を述べることができる。
	第8条　満65歳以上でかつ本会代議員歴8年以上のものを功労会員に推薦することができる。功労会員は、理事または代議員が理事長に推薦し、理事会及び社員総会の議を経て理事長がその称号を与える。
	第2章　役　員
	第9条 役員候補者は全ての正会員から選挙で選出された当該役員選挙年の社員から選出される。役員候補者は社員総会の承認を得て役員となる。役員候補者は就任する年の3 月31日現在の年齢が65歳以下であること。常任理事は庶務担当、財務担当、編集担当、学術担当、倫理担当、認定担当、渉外担当を分担する。
	2　 役員定数は理事が20名以上25名以下、監事が3名以内とする。
	3　 理事の任に就いた代議員はその職を解く。
	第3章　幹　事
	第10条 理事の会務を助けるため、幹事を置くことができる。
	2　 幹事は、理事会の承認を得て理事長が委嘱する。
	3　 幹事は、社員総会で決議された報酬規程に沿って、職務執行の対価として当法人から報酬を受けることができる。
	第4章　学術集会
	第11条 学術集会は、毎年1 回春期に開催する。
	第12条 学術集会の会長の任期は、前年度の学術集会終了の日から当該年度の学術集会終了の日までとする。
	第13条 会長は学術集会を総理する。
	第5章　委員会
	第14条 本会は事業運営のため、理事会の承認を得て各種委員会を置くことができる。
	2　 委員会の委員長は理事長が推薦し理事会の承認を得て理事長が任命する。
	3　 各種委員会に関する事項は理事会の承認を得て当該委員会の定めるところによる。
	第15条 各種委員会には、必要に応じ理事会の承認を得て小委員会を置くことができる。
	2　 小委員会については、当該委員会の定めるところによる。
	第6章　資産の管理
	第16条 本会の資産は理事長が管理し、基本財産のうち現金は定期預金等により、理事長が保管する。
	第7章　補　則
	第17条 定款及びこの細則の施行に関し必要な事項は、理事会の議決を経て別にこれを定める。
	第18条 この細則を改正する場合には、理事会の議決を経なければならない。
	附　則
	1　 本細則は、一般社団法人日本卵子学会定款施行の日より施行する。



